
◎
課
題
意
識
と
狙
い

　

今
の
大
学
生
に
必
要
な
力
は
、
自
分

の
考
え
を
表
現
し
、
意
思
を
伝
え
る
こ

と

│
こ
れ
は
、
大
学
で
の
学
問
に
と

ど
ま
ら
ず
、
社
会
に
出
て
も
欠
か
せ
な

い
ス
キ
ル
だ
。
こ
の
、
あ
ら
ゆ
る
学
問

分
野
の
基
礎
的
能
力
を
身
に
付
け
る
た

め
の
科
目
群
が
、
早
稲
田
大
の
「
Ｗ
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
式
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
テ
ラ

シ
ー
」（
通
称
、
１
万
人
シ
リ
ー
ズ
）
で

あ
る
。
学
生
に
最
低
限
、
身
に
付
け
て

ほ
し
い
力
を
数
学
的
思
考
、
文
章
作
成
、

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
設
定
し
、

２
０
０
８
年
度
に
そ
れ
ら
３
つ
の
分
野

を
全
学
共
通
科
目
と
し
て
設
置
し
た
。

こ
こ
で
は
、
数
学
的
思
考
と
文
章
作
成

を
中
心
に
紹
介
す
る
（
＊
）。

◎
取
り
組
み
内
容

　

数
学
的
思
考
、
文
章
作
成
の
講
義
は

共
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
行
う
。
全
学
生

が
履
修
で
き
る
よ
う
、
受
講
希
望
者
が

時
間
割
や
場
所
の
制
約
を
受
け
ず
に
受

講
可
能
に
す
る
た
め
だ
。

　

講
義
は
１
回
30
分
〜
１
時
間
で
、
毎

回
ネ
ッ
ト
経
由
で
提
出
す
る
宿
題
を
課

す
。
そ
れ
ぞ
れ
８
回
の
受
講
で
１
単
位

と
な
る
。
ま
た
、
授
業
で
分
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
、
学
内
に
あ
る
対
面
指
導
室
、

ま
た
は
メ
ー
ル
や
Ｂ
Ｂ
Ｓ
で
質
問
で
き

る
。
12
年
度
の
履
修
者
数
は
、「
数
学
基

礎
プ
ラ
ス
α
・
β
・
γ
」（
数
学
的
思
考

力
）が
４
６
９
０
人（
６
科
目
合
計
）、「
学

術
的
文
章
の
作
成
」（
文
章
作
成
力
）
が

４
２
４
３
人
（
１
科
目
）
だ
っ
た
。

　
「
数
学
基
礎
プ
ラ
ス
α
・
β
・
γ
」
を

担
当
す
る
政
治
経
済
学
術
院
の
瀧
澤
武

信
教
授
は
、「
文
系
の
学
生
も
数
学
的
素

養
を
身
に
付
け
て
卒
業
す
べ
き
」
と
強

調
す
る
。

　
「
経
済
学
を
学
ぶ
の
に
、
大
学
入
試
で

数
学
を
選
択
せ
ず
に
入
学
し
て
く
る
学

生
も
い
ま
す
。
ま
た
、
数
学
を
学
び
た

く
て
も
、
数
学
の
科
目
が
少
な
い
学
部

も
あ
り
ま
す
。
全
学
共
通
科
目
と
す
る

こ
と
で
、
多
く
の
学
生
に
受
講
し
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
し
た
。
特
に
、
文
系
で

数
学
が
出
来
れ
ば
、
社
会
で
必
ず
役
に

立
ち
ま
す
」

　

し
か
し
、「
文
系
だ
か
ら
数
学
は
関
係

な
い
」「
数
学
は
計
算
ば
か
り
で
嫌
い
だ
」

と
い
う
学
生
は
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、

授
業
内
容
は
、
高
校
の
学
習
内
容
の
復

習
で
は
な
く
、
金
利
や
ロ
ー
ン
と
い
っ

た
社
会
人
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い

テ
ー
マ
を
基
に
数
学
的
思
考
を
養
う
こ

大学選択
　新たな視点

学生が伸びる学び方

大
学
生
と
し
て
必
要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
や
、
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
を
学
生
に
示
し
、
支
援
・
養
成
す
る
大
学
が

増
え
て
い
る
。
従
来
、
専
門
教
育
を
通
じ
て
暗
示
的
に
養
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
を
あ
え
て
明
示
し
て
学
ぶ
必
要
性
を
説
き
、

学
部
を
問
わ
ず
必
要
な
力
と
し
て
、
そ
の
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学
を
紹
介
す
る
。

学
生
に
学
び
の
土
台
と
な
る

ス
キ
ル
を
明
示
し
、養
成
す
る
大
学

今
号
の
視
点

数
学
的
思
考
力
、文
章
作
成
力
、

英
語
力
を
全
学
共
通
で
育
て
る

早
稲
田
大

「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
式
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
」

＊ 英語は、受講生最大４人に対してチューター１人という少人数で展開される実践的
な英会話の授業「Tutorial English」が「１万人の英語」として実施されている（2012
年度の履修者数は 7,833 人）。 44February  2013



と
を
重
視
し
、
学
生
の
関
心
を
高
め
る
よ

う
に
工
夫
し
た
。
入
門
編
の
基
礎
プ
ラ
ス

α
で
は
、
高
校
で
学
ぶ
範
囲
の
数
学
を
具

体
的
な
事
例
（
金
利
や
最
適
化
な
ど
）
を

用
い
て
教
え
る
。
こ
こ
で
興
味
を
持
っ
た

学
生
は
、
β
、
γ
と
大
学
レ
ベ
ル
（
解
析

学
・
線
形
代
数
）
に
発
展
す
る
科
目
に
取

り
組
む
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

　

講
義
後
に
毎
回
課
す
小
テ
ス
ト
は
、
最

終
試
験
と
合
わ
せ
て
60
点
以
上
で
合
格
と

し
て
い
る
。
更
に
、
意
欲
の
あ
る
学
生
に

は
発
展
的
な
問
題
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

法
学
部
４
年
の
平
山
万
里
さ
ん
は
、「
お

金
を
借
り
る
と
利
子
が
い
く
ら
に
な
る
の

か
、
限
ら
れ
た
予
算
で
ど
う
買
い
物
を
す

る
か
と
い
っ
た
内
容
で
、
高
校
で
習
っ
た

数
学
の
基
礎
が
実
生
活
で
使
え
る
と
い
う

実
感
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
「
学
術
的
文
章
の
作
成
」
は
、
学
術
的

な
文
章
を
書
く
に
当
た
っ
て
必
要
な
基
礎

技
能
を
教
え
る
科
目
だ
。
担
当
の

佐
渡
島
紗
織
准
教
授
は
、「
書
く

こ
と
は
思
考
す
る
こ
と
で
あ
り
、

全
て
の
土
台
で
す
。
文
章
の
仕
組

み
を
丁
寧
に
教
え
、
単
に
『
文
章

を
書
く
』
こ
と
だ
け
で
な
く
、
学

生
が
『
自
分
の
思
考
を
深
め
る
』

ス
キ
ル
を
養
成
し
て
い
ま
す
」
と

語
る
。

　

授
業
で
は
、
毎
回
１
つ
の
技
能

を
取
り
上
げ
、
４
０
０
～
６
０
０

字
の
文
章
を
書
く
宿
題
が
出
さ
れ

る
。
学
生
が
提
出
し
た
課
題
文
章

は
、
指
導
員
が
一
人
ひ
と
り
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。
そ
の
内

容
は
、単
な
る「
添
削
」で
は
な
く
、

「
学
生
が
言
い
た
い
こ
と
を
最
も

効
果
的
に
伝
え
る
方
法
」
の
助
言

で
あ
る
。
そ
し
て
、
文
の
作
成
、
語
の
選

択
、
全
体
構
成
、
文
献
の
引
用
な
ど
を
指

導
す
る
。

　

評
価
基
準
の
す
り
合
わ
せ
と
練
習
を
す

る
指
導
員
の
グ
ル
ー
プ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
よ
っ
て
、
指
導
の
質
を
保
つ
工
夫
も
行

う
。「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
対
面
の
支
援
機
関
も
あ
り
、
レ
ポ
ー

ト
や
学
術
論
文
を
作
成
す
る
際
に
個
別
に

助
言
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
だ
。

◎
成
果
と
課
題

　
「
数
学
基
礎
」
は
、
文
系
の
学
生
か
ら

も
好
評
だ
。「
物
事
を
見
る
時
に
数
学
的

に
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
論
理
的
思
考
力
が
身
に
付
い
た
」

な
ど
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

受
講
確
認
や
採
点
は
自
動
化
さ
れ
て
い

る
た
め
、
受
講
者
数
の
制
限
が
な
く
、
今

以
上
に
受
講
者
を
増
や
す
こ
と
は
可
能
だ

と
い
う
。
今
後
は
、
履
修
促
進
を
更
に
行

う
と
同
時
に
、
統
計
学
な
ど
、
数
学
的
思

考
力
の
幅
を
広
げ
る
よ
う
な
科
目
の
拡
充

を
検
討
し
て
い
る
。

　
「
学
術
的
文
章
の
作
成
」
で
は
、
第
１

回
と
最
終
回
の
課
題
の
評
価
点
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
全
授
業
を
受
講
し
、
全
て
の

課
題
を
提
出
し
た
履
修
者
は
文
章
作
成
力

を
伸
ば
し
て
い
た
。「
一
つ
ひ
と
つ
の
文

章
作
成
技
能
を
理
解
し
活
用
し
評
価
し
て

も
ら
う
、
そ
れ
を
８
回
繰
り
返
す
と
い
う

循
環
が
功
を
奏
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
佐
渡
島
准
教
授
は
語
る
。

　

こ
う
し
た
効
果
か
ら
、「
学
術
的
文
章

の
作
成
」
を
必
修
科
目
と
す
る
学
部
も
出

て
き
て
お
り
、
受
講
者
は
今
後
も
増
え
る

と
の
予
測
だ
。
し
か
し
、
現
在
の
60
人
の

指
導
員
体
制
で
は
４
０
０
０
人
強
の
学
生

を
指
導
す
る
の
が
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
だ
。

よ
り
安
定
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
指
導

組
織
を
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
の
が
今
後
の
課
題
だ
と
い
う
。

◎
課
題
意
識
と
狙
い

　

大
阪
府
立
大
は
「
学
士
課
程
教
育
に
お

け
る
数
学
力
」
の
育
成
を
全
学
的
に
推
進

し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
度
に
は
、「
学

士
課
程
教
育
に
お
け
る
数
学
力
育
成　

M
ath for all

」
が
、
文
部
科
学
省
の
「
大

学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業 

大
学
教

育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
論
理
的
思
考
力
や
情
報
分
析

能
力
な
ど
を
総
合
し
た
「
数
学
力
」
を
、

文
理
に
関
係
な
く
数
学
で

論
理
的
思
考
力
を
育
て
る

大
阪
府
立
大

「M
ath for all

」

図１ 早稲田大　ＷＡＳＥＤＡ式アカデミックリテラシーの位置付け

＊学校資料を基に編集部で作成

なるべく早い段階で３つの力を養成し、2年次以降の学びの土台を作るのが目的。「英語
コミュニケーション力」「数学的思考力」の科目は、2年次以降も必要性を感じた時に履
修できる

「数学的思考力」（１万人の数学）

「英語コミュニケーション力」（１万人の英語）

「文章作成力」（１万人の日本語）

４年次

３年次

２年次

初年次
（基盤教育）

人
文
系

社
会
系

理
工
系

教
養
系
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専
門
分
野
に
か
か
わ
ら
ず
学
生
全
員
に
身

に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
見
直
し
、
教
育
方
法
の
改
善
、
到
達
度

の
評
価
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
一
環
で
、
同
大
で
は
文
系
の
学
生

に
も
数
学
を
必
修
科
目
と
し
て
い
る
。
副

学
長
で
高
等
教
育
推
進
機
構
長
の
高
橋
哲

也
教
授
は
、「
文
系
の
学
生
に
も
数
学
を

学
ん
で
も
ら
い
、
本
学
で
展
開
す
る
レ
ベ

ル
の
高
い
文
理
融
合
の
学
び
を
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、文
系
で
あ
っ

て
も
数
学
リ
テ
ラ
シ
ー
は
必
要
と
い
う
課

題
意
識
も
あ
り
ま
す
」
と
語
る
。

◎
取
り
組
み
内
容

　

文
系
向
け
の
必
修
科
目
は
、
１
年
生
の

「
基
礎
数
学
Ⅰ
・
Ⅱ
」、
１
・
２
年
生
の
「
統

計
学
基
礎
Ⅰ
・
Ⅱ
」
だ
。
基
礎
数
学
で
は
、

数
学
が
実
際
の
場
面
で
ど
う
役
立
ち
、
応

用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
具
体
的
な
事
例

を
通
し
て
学
ぶ
。
統
計
学
基
礎
で
は
、
統

計
学
の
基
本
的
な
考
え
方
・
手
法

を
学
び
、
具
体
例
を
通
し
て
デ
ー

タ
を
分
析
す
る
能
力
を
養
う
。

　

基
礎
数
学
の
授
業
は
４
ク
ラ
ス

で
、
学
生
数
は
１
ク
ラ
ス
70
～
80

人
。
４
人
の
教
員
で
約
３
０
０
人

を
担
当
す
る
。
授
業
は
、「
学
内

で
の
貸
し
自
転
車
サ
ー
ビ
ス
を
企

画
し
よ
う
」
な
ど
身
近
な
テ
ー
マ

か
ら
入
り
、
次
に
テ
ー
マ
に
関
連

す
る
数
学
の
問
題
を
解
き
、
数
学

的
解
決
法
を
教
え
た
上
で
、
最
初

の
身
近
な
テ
ー
マ
を
解
決
す
る
と

い
う
流
れ
を
取
っ
て
い
る
。

　

従
来
、
大
学
で
の
数
学
は
、
ま

ず
抽
象
的
な
数
学
的
定
義
か
ら
入

り
、
形
式
的
な
計
算
手
続
き
を
学

び
、
実
社
会
と
あ
ま
り
関
連
の
な

い
応
用
を
学
ぶ
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多

く
、
い
わ
ば
数
学
の
専
門
家
の
視
点
・
言

葉
で
語
ら
れ
る
世
界
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

そ
れ
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
科
目
は
、
学

生
が
最
低
限
の
数
学
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
重
要
な
の

は
、
教
員
が
専
門
分
野
を
教
え
る
こ
と
で

は
な
く
、
数
学
的
思
考
を
養
成
す
る
授
業

を
行
う
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
高
等
教
育

推
進
機
構
の
川
添
充
教
授
を
は
じ
め
、
数

学
担
当
教
員
の
授
業
プ
ラ
ン
は
、
数
学
が

専
門
で
は
な
く
、
教
育
心
理
学
が
専
門
の

現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
域
・
岡
本
真
彦
教
授

と
共
同
し
て
作
ら
れ
る
。

　

岡
本
教
授
は
、「
数
学
が
出
来
な
い
学

生
の
気
持
ち
を
推
し
量
る
こ
と
や
私
の
専

門
で
あ
る
小
・
中
学
校
で
の
教
育
ノ
ウ
ハ

ウ
を
基
に
、
数
学
が
専
門
の
教
員
の
意
識

改
革
か
ら
行
い
ま
し
た
。
学
生
が
理
解
で

き
る
言
葉
で
説
明
す
る
、
出
来
る
だ
け
具

体
的
な
事
例
に
当
て
は
め
て
説
明
す
る
、

専
門
用
語
で
語
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で

す
。
ま
ず
、
文
系
学
生
の
弱
点
を
知
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
数
学
と
実
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
意
識
さ
せ
る
他
、
複
数
の
問
題

を
用
意
し
て
概
念
別
に
整
理
さ
せ
た
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
り
し

て
、
数
学
の
苦
手
意
識
が
前
に
出
て
こ
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
。
数
学
的
な
考
え
方

や
論
理
の
展
開
力
を
養
成
す
る
の
が
目
的

で
あ
る
た
め
、
試
験
に
は
計
算
機
や
資
料

の
持
ち
込
み
を
可
と
し
て
い
る
。

　

授
業
以
外
に
個
別
の
フ
ォ
ロ
ー
も
行

う
。
教
員
は
質
問
受
付
室
に
交
代
で
常
駐

し
、学
生
の
質
問
に
答
え
る
。
こ
こ
で
も
、

正
解
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
解
答
に
至

る
過
程
を
指
導
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
。

◎
成
果
と
課
題

　

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、

「
数
学
は
や
は
り
難
し
い
」
と
い
う
声
が

あ
る
も
の
の
、「
数
学
が
役
に
立
つ
こ
と

が
分
か
っ
た
」「
数
学
的
な
も
の
の
考
え

方
が
身
に
付
い
た
」
と
お
お
む
ね
好
評

だ
。
宿
題
の
提
出
率
や
試
験
の
点
数
も
良

く
、
当
初
懸
念
さ
れ
て
い
た
「
必
修
科
目

に
す
る
と
、
文
系
学
生
の
単
位
取
得
に
影

響
が
あ
る
の
で
は
」
と
い
う
心
配
も
杞
憂

に
終
わ
り
そ
う
だ
。
教
員
も
質
問
受
付
室

で
学
生
の
声
を
聞
く
う
ち
に
、「
学
生
が

何
を
分
か
っ
て
い
な
い
の
か
が
分
か
る
」

と
い
う
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

　

科
目
の
内
容
は
今
後
、
学
生
の
ニ
ー
ズ

と
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
、
毎
年
見
直
し
て

い
く
。
専
門
教
育
担
当
の
教
員
と
も
協
議

を
し
、
更
に
高
度
な
数
学
教
育
が
可
能
か

図２ 大阪府立大　「Math for all」の位置付け

全ての学域で、専門科目に入る前に学域に応じた数学の基礎を学ぶ。人文系の分野を
専門とする場合も基礎数学と統計学は必修である。なお、縦棒が学域全体にかかって
いないところは、同じ学域内でも学類ごとに科目の配当が異なる

＊学校資料を基に編集部で作成

現代システム科学域

工学域

生命環境科学域

地域保健学域

基
礎
数
学

微
分
積
分

線
形
代
数

統
計
学

そ
の
他
の

専
門
基
礎

科
目

専
門
科
目
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ど
う
か
な
ど
も
検
討
中
だ
。

　

現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
域
１
年
の
大
室
雪

乃
さ
ん
は
、「
経
済
を
専
門
に
学
び
た
い

の
で
、
基
礎
か
ら
分
か
り
や
す
く
教
え
て

も
ら
っ
て
い
て
助
か
り
ま
す
。
高
校
ま
で

の
数
学
に
加
え
て
、
新
し
い
発
見
が
あ

り
、
何
の
た
め
に
数
学
を
学
ん
で
い
る
の

か
、
改
め
て
理
解
で
き
て
い
ま
す
」
と
語

る
。

　

今
回
の
２
つ
の
事
例
は
、
大
学
で
の
学

び
を
よ
り
高
度
に
行
う
た
め
の
土
台
づ
く

り
で
あ
り
、
大
学
卒
業
時
の
学
び
の
質
保

証
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
だ
と
い
え

る
。
数
学
的
思
考
力
や
文
章
作
成
力
を
組

織
的
に
育
成
す
る
こ
と
は
、
一
見
当
た
り

前
に
見
え
る
取
り
組
み
だ
が
、
文
理
を
問

わ
ず
、
そ
の
必
要
性
を
説
き
、
実
際
に
学

生
向
け
に
分
か
り
や
す
く
提
示
さ
れ
て
い

る
例
は
ま
だ
少
な
い
。
こ
う
し
た
全
学
的

な
取
り
組
み
は
、
大
学
の
育
成
方
針
を
表

し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
学
部
の
専
門

内
容
に
加
え
て
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
捉
え
た
い
。取

材
・
編
集
協
力
：
山
内
太た

い

地じ

学
び
に
必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を

組
織
的
に
育
て
て
い
る
か

進
路
指
導
に
生
か
す

アカデミック・リテラシー教育実施大学
　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
、
ノ
ー
ト
の
取
り
方
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
、
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
な
ど
の
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

　

１
、２
年
次
に
、英
語
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

数
学
を
徹
底
的
に
鍛
え
る
。
英
語
の
授
業

で
は
日
本
語
禁
止
。V

isual B
asic

を
用

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
１
年
次
の
必
修

科
目
。
数
学
も
２
科
目
以
上
履
修
し
、
更

に
統
計
学
も
必
修
科
目
と
し
て
い
る
。

　
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
科

目
を
新
設
し
、
論
理
的
思
考
力
と
レ
ポ
ー

ト
作
成
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
文
章

読
解
・
表
現
技
法
の
基
礎
力
を
鍛
え
る
。

英
語
科
目
は
オ
ー
ラ
シ
ー
能
力
に
重
点
を

置
い
た
授
業
を
１
年
次
に
展
開
。

　

T
O
E
F
L-IT

の
全
員
受
験
、
習
熟
度

別
ク
ラ
ス
編
成
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を

用
い
た
課
外
学
習
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
中
心
の
授
業

な
ど
、
教
養
教
育
の
必
修
で
あ
る
英
語
科

目
を
抜
本
的
に
改
革
。

早
稲
田
大
教
育
学
部

複
合
文
化
学
科
１
年

小お

薗そ
の

未み

和お

（
カ
ナ
ダ
・A

ldergrove 
 C
om
m
unity

 S
econdary S

chool

卒
業
）

自
分
の
文
章
を
見
直
し

推
敲
す
る
力
が
付
い
た

大
阪
府
立
大
現
代
シ
ス
テ
ム
科
学

域
環
境
シ
ス
テ
ム
学
類
１
年

北
出
茜あ

か
ね

子こ

（
大
阪
府
私
立
清
教
学
園
高
校
卒

業
）

大
学
で
改
め
て
数
学
を
学
び

論
理
的
思
考
力
が
身
に
付
い
た

学 生 V O I C E

　

私
は
カ
ナ
ダ
の
高
校
出
身
で
、
日
本
の
大

学
を
選
ん
だ
も
の
の
、
日
本
語
の
文
章
力
に

自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、

入
学
式
で
「
学
術
的
文
章
の
作
成
」
を
紹
介

さ
れ
、す
ぐ
受
講
を
決
め
ま
し
た
。授
業
で
は
、

毎
回
目
標
が
あ
り
、
達
成
す
る
と
点
数
が
付

く
の
で
、
楽
し
く
学
べ
ま
し
た
。
授
業
の
ビ

デ
オ
は
一
方
的
な
内
容
で
は
な
く
、
登
場
す

る
学
生
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
す

る
な
ど
参
加
型
授
業
の
よ
う
で
し
た
。
受
講

し
て
、
文
章
力
が
付
い
た
と
い
う
手
応
え
は
、

他
の
授
業
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
時
に
実
感
し

ま
す
。
書
く
こ
と
に
抵
抗
が
な
く
な
り
、
自

然
と
自
分
の
文
章
を
授
業
で
習
っ
た
観
点
で

推
敲
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

悩
ん
だ
時
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
で
の
文
章
指
導
は
一
方
的
に
添
削
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
疑
問
点
を
聞
い
て
も
ら
っ

た
上
で
複
数
の
案
を
出
し
て
も
ら
い
、
最
後

は
自
分
で
判
断
す
る
形
な
の
で
納
得
感
が
高

い
で
す
。

　

私
は
数
学
基
礎
も
２
科
目
履
修
し
て
い
ま

す
。
所
属
す
る
学
科
は
統
計
学
が
必
修
な
の

で
、
そ
の
入
門
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
で
は
数
学
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
学
域
で
は
数
学
が
必
修

だ
と
聞
き
、
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
で
し
た
。

　

実
際
に
授
業
を
受
け
て
み
る
と
、
高
校
ま

で
の
数
学
と
違
い
、
現
実
の
問
題
の
中
で
数

学
を
扱
う
た
め
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
微
積
分

を
使
う
の
か
」
と
い
っ
た
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
理
系
の
よ
う
に
直
接
、
専
門
科
目
の
学

習
に
必
要
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

文
系
で
も
客
観
的
な
視
点
や
論
理
的
思
考
が

身
に
付
く
と
思
い
ま
す
。
思
考
の
た
め
の
考

え
る
手
段
と
し
て
の
意
味
が
あ
り
、
数
学
そ

の
も
の
を
勉
強
す
る
と
い
う
よ
り
も
、「
考
え

る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
よ
う
な

感
じ
で
す
。
数
学
的
に
考
え
る
、
論
理
的
に

考
え
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
思
考
の
パ
タ
ー

ン
が
増
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

授
業
で
先
生
は
「
大
丈
夫
？
」
と
親
身
に

聞
い
て
く
れ
ま
す
が
、
数
学
の
苦
手
意
識
が

完
全
に
は
抜
け
て
い
な
い
の
で
、
正
直
、
し

ん
ど
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

数
学
の
必
要
性
は
理
解
で
き
た
の
で
や
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
で
は
、
友
だ
ち
と
相

談
し
な
が
ら
課
題
を
進
め
て
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

共
通
科
目

社
会
情
報
学
部

ス
タ
デ
ィ
ス
キ
ル
セ
ミ
ナ
ー

●
名
古
屋
大

●
明
治
学
院
大

●
青
山
学
院
大

●
北
海
道
大

事例以外の特徴的な大学・学部を紹介
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